
安全⽂化の構築

建設⼯事従事者が安全で安⼼して働くことができる作業環境の整備や、近隣住⺠の⽅々が安⼼してくらす

⽣活環境の保全は、社会から求められている当社の重要な使命です。当社は、協⼒会社で組織する真栄会

と⼀体となり、労働安全衛⽣マネジメントシステムを運⽤して適切な安全衛⽣対策を講じています。また、

年度ごとに社員・協⼒会社の応募の中から「安全衛⽣スローガン」を決定し、本店、⽀店および作業所に

ポスターなどを作成、掲⽰して、現場における安全衛⽣活動への意識の向上を図っています。

2021年度安全衛⽣スローガン�

あなたも摘み取る「危険の芽」、みんなで育てる「安全意識」！！

コロナ禍は�うがい、⼿洗い、ディスタンス�マスク、換気で感染防⽌！

毎⽇の5S�徹底、危険予知 みんなで築こう職場の安全！

労働安全衛⽣の推進【マテリアリティ⑫】

労働安全衛⽣マネジメントシステム

当社は、「三井住友建設労働安全衛⽣マネジメントシステム」を構築して労働安全衛⽣の推進に取り組ん

でいます。このシステムは、三井住友建設の安全衛⽣管理規則の定めるところにより、社員および協⼒会社

で組織する真栄会の協⼒のもとに、連続的・継続的に展開することで⾃主的な安全衛⽣活動を推進し、危

険または有害要因の除去・低減や働く者の健康の増進および快適な職場環境の形成を図り、安全衛⽣管理

⽔準の向上を⽬指しています。運⽤にあたっては、安全衛⽣基本⽅針のもと安全衛⽣⽬標を設定、関係者

全員によるリスクアセスメントの実施とその結果に基づく安全衛⽣計画のPDCAサイクルを確実に実⾏し、

安全衛⽣⽔準の向上に繋げています。

[�基盤戦略�]

安全⽂化の構築と究極品質の実現

安全⽂化の構築 究極品質の実現 CSR調達
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安全パトロール

現場職員による徹底した安全管理が実⾏されていても、⾒過ごしによる不安全設備・不安全⾏動による災

害が発⽣します。当社の本店、⽀店および協⼒会社が計画的に安全パトロールを実施することで、⾒過ごさ

れた危険因⼦を取り除き災害の撲滅を図っています。また、当社社⻑が率先して安全パトロールに参加す

ることで、経営トップの安全に対する姿勢をすべての作業者まで伝え、安全意識の⾼揚に努めています。

安全成績

2020年度の安全成績は、度数率 ⽬標0.6以下に対し実績は0.54、強度率 ⽬標0.02以下に対し実績は0.03

となりました。休業4⽇以上の災害14件の内訳は、はさまれ・巻き込まれ 4件、墜落・転落3件、⾶来・落

下2件、その他5件でした。

■度数率

2020年度の⽬標 2020年度の実績 2021年度の⽬標

0.6以下 0.54 0.6以下

■強度率

2020年度の⽬標 2020年度の実績 2021年度の⽬標

0.02以下 0.03 0.02以下

※1 度数率：100万延労働時間当たりの労働災害による死傷者数をもって、労働災害の頻度を表すもの

※2 強度率：1,000延労働時間当たりの労働損失⽇数をもって、災害の重さの程度を表すもの

2021年度の重点施策と今後の取り組み

2021年度は、「新型コロナウイルス感染防⽌対策の徹底」「危険ゼロによる災害の絶滅」「健康で快適な

職場環境の形成」を基本計画の重点施策に掲げ、引き続き職場環境の改善を進めていきます。また、「働き

⽅改⾰」を踏まえた労働時間管理による過重労働防⽌やメンタルヘルス対策（健康KY強化）、ダイバーシ

ティ推進のための快適な職場の形成、ICTを活⽤した災害データプラットフォームや災害を未然に防⽌する

「スマートSafety�&�Quality」の構築による安全管理の展開など、建設業界全体の問題解決に向け、国の施

策を踏まえ、発注者や関係諸団体と連携を取りながら新しい時代の安全衛⽣管理に取り組んでいきます。

※1 ※2

※1

※2
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安全衛⽣基本⽅針

当社は、『ゼロ災に基づくものづくり』を理念とし、働く⼈のかけがえのない命と健康を守るため、

「安全」・「健康」・「快適」な職場の実現を⽬指します。

1.�労働安全衛⽣に関する法令および当社の安全衛⽣規定を守り、各職場のルールを確⽴し、災害の絶

滅を⽬指す。

2.�⽴案から完成までの各施⼯プロセスにおいて、「計画・実⾏・確認・改善」を確実に繰り返し、作

業の安全化を図る。

3.�「三井住友建設労働安全衛⽣マネジメントシステム」を安全衛⽣管理の基本にして、協⼒会社と連

携し、⾃主的な安全衛⽣活動を進め、危険または有害性を除去・低減し、働く者の健康の増進お

よび快適な職場環境の形成を図り、安全衛⽣管理⽔準を向上させる。

2021年度安全衛⽣基本⽬標

1.�新型コロナウイルス感染防⽌対策の徹底�

重点施策

(1) 役職員・家族・関係者の命と暮らしを守り、事業継続

2.�危険ゼロによる災害の絶滅

(1) 公衆災害の絶滅（第三者災害�物損事故�公共施設障害）

(2) 三⼤災害の絶滅（墜落・転落災害�崩壊・倒壊災害�建設機械・クレーン等災害）

重点施策

(1) 「計画・実⾏・確認・改善」の連続的、継続的な実施による作業の安全化

(2) 災害事例を活⽤し、ルールの遵守による「繰返し型災害」の防⽌

(3) 現場関連法令の遵守

(4) 安全衛⽣管理⽔準の向上

(5) ICTを活⽤した安全管理の展開

3.�健康で快適な職場環境の形成
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究極品質の実現

当社は、「顧客満⾜の追求」を経営理念として掲げ、技術⼒と創造⼒の向上に努めるとともに、社会の信

頼とお客様の満⾜を得る品質を提供するため、ISO9001を取得し、品質管理活動を展開しています。この

「究極品質」とは、従来の建設業の安全・品質ではなく、他の製造業の安全・品質を⽬指すもので、すな

わち決められた作業標準で作業・安全品質検査・記録・確認等の管理⼿順を確実に⾏うことであり、その

プロセスに⼀切の⽢えと妥協を許さず、全役職員が粘り強く細⼼の注意⼒を持ち、現場の安全と品質を磨

き続ける安全品質管理活動です。この「究極品質」を当社共通の価値観、無形資産、企業⽂化とすべく活

動を展開しています。

品質向上と顧客満⾜向上【マテリアリティ⑦】

〈品質向上〉

品質向上に向けては、スローガン、⽣産管理計画基本⽅針、⽣産管理基本⽬標、⽣産管理基本計画を年度

ごとに設定し、⽣産システム改善委員会を経て決定しています。究極品質の実現から浸透へ、全役職員と

協⼒会社に周知徹底して活動を推進しています。

2021年度スローガン�

全ての基本「5Sの徹底」、気概で実現「究極品質」！！

2021年度⽣産管理計画基本⽅針

未来を⾒据えた変⾰に挑み、施⼯プロセスを重視した「究極品質」の浸透と安全品質⽂化を継承す

る。

2021年度⽣産管理基本⽬標

品質不具合“ゼロ”

究極品質の浸透
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5Sの徹底

作業標準の基本中の基本である「5S」（整理・整頓・清

掃・清潔・誠実）は、組織内緊張を保つマネジメント⼿法

であり、この緊張感がなければ安全や品質の作業標準を徹

底することはできません。また、仕事に潜む改善点が⾒つ

けやすくなり、安全・品質管理⾯や⽣産性向上に⼤きく寄

与する当社の“ものづくり”の根底をなすものです。すべて

の基本、「5S」の徹底について繰り返し教育を⾏うととも

に、「凡事徹底」「覿（てき）⾯注意」の浸透を図ってい

ます。

⼯事監理

当社設計の国内建築⼯事案件について、設計意図に沿った

正しい機能を有する建築物の完成と⼯事の円滑化を図るこ

とを⽬的として、本店の建築設計部⾨に設計⼯事監理部を

設置し、⼯事監理業務とその⽀援および監査を⾏っていま

す。

パトロール

安全環境⽣産管理本部⻑パトロール、本部パトロール、安全品質監査、QSA 監査を実施し、過去の災害事

例や品質不具合をベースとしたきめ細やかな点検、注意喚起、是正指⽰を繰り返すことにより、労働災害

と品質不具合を未然に防⽌します。そしてパトロール、監査で蓄積された施⼯プロセスにおける指摘事

項・不具合は、QSAミーティングで情報共有し、さらに所⻑会議、協⼒会社組織である真栄会への説明

会、主任・係員会議などにおいて繰り返し周知しています。当社と協⼒会社は共に同じ意識・⽬線で、⼀体

感を持って安全品質向上に取り組んでいます。

※ QSA（Quality�Safety�Auditor�安全品質監査員）：作業所が製品要求事項を満たすために⾏う安全品質管理活動を適宜

確認・監査し、⼯事期間中ならびに完成後の将来にわたって、災害や品質のトラブルを未然に防⽌することを主要な職

務とする

※
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2020年度のパトロール・監査などの実施状況

⼟⽊ 建築 指摘件数

安全環境⽣産管理本部⻑パトロール 30回 74回 1,251件

本部パトロール ― 90回 730件

安全品質監査 98回 120回 2,464件

QSA監査 843回 1,260回 9,352件

※ 2020年度はコロナ禍の影響により約半数をリモートで実施

2020年度の安全品質向上への取り組み（社員・協⼒会社への教育）

⼟⽊ 建築

所⻑会議 948名 1,491名

主任・係員会議 194名 553名

真栄会（協⼒会社）説明会 1,399社 1,432名

作業員への訓話 延べ12,162名

〈顧客満⾜向上〉

安全品質監査、QSA監査において顧客満⾜度向上のため、創意⼯夫・技術提案項⽬履⾏の確認、指導を⾏

っています。

（⼟⽊）⼯事成績評定点対象年度平均点

2020年度の⽬標 2020年度の実績 2021年度の⽬標

80.0点 82.6点 80点以上

（建築）顧客満⾜を含むプロジェクト評価システムの運⽤

2020年度の⽬標 2020年度の実績 2021年度の⽬標

― ― 運⽤開始

※

- 6 - 三井住友建設コーポレートレポート2021



CSR調達

CSR実践のためには、当社が提供する建設作品やソリューションに必要な労務・資機材の調達段階からの取

り組みが必要不可⽋と考え、経営理念の精神に基づく「CSR調達⽅針」を策定し、当社に資機材や労務など

を提供いただく協⼒会社の皆さまに理解・ご協⼒いただくとともに、協⼒会社⾃⾝の調達⾏為にあたって

も同様に、当社CSR調達⽅針に基づくCSR調達を展開していただくよう要請しています。

2020年度のCSR調達への取り組み

⽬標 具体的施策 管理基準・数値
成果・達

成率

環境意識・知識の

向上

・CSR調達⽅針の展開  ・協⼒会社に対するCSR調達⽅針の展

開・普及活動

⾒積条件への記載、

運⽤
100%

2021年度のCSR調達への取り組み

協⼒会社評価時のCSR調達⽅針（遵守事項）への配慮状況確認（関連：マテリアリティ⑭）

2021年度の⽬標

100%
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CSR調達⽅針

1.�調達取引先に対する公平・公正な取引の機会の提供

2.�調達取引先との良好なパートナーシップの構築

3.�市場動向に左右されない安定的な調達体制の構築と適正な調達価格の追求

4.�社会の発展に資する労務・資機材の調達

(1) 提供する建設作品とソリューションの安全性・品質の確保

(2) 市場競争⼒の確保

(3) 安全衛⽣の確保

(4) 外国⼈を含む労働者の雇⽤・労働の適正管理（⼈権尊重を含む）

(5) 法令・社会規範の遵守（反社会的勢⼒の排除、⼈権尊重を含む）

(6) 機密情報・個⼈情報の保護・管理の徹底

(7) 地域社会との共⽣

(8) 環境負荷の低減

三井住友建設CSR調達⽅針
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